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平
成　

年
に
、
わ
が
国
で
初
め
て
の
景

16

観
に
関
す
る
総
合
的
な
法
律
「
景
観
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
は
平
成

　

年
７
月
１
日
、
景
観
法
に
基
づ
く
景
観

20行
政
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

景
観
行
政
団
体
と
は
、
景
観
法
に
基
づ

き
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
風
景
や
景
色

を
守
る
取
り
組
み
な
ど
の
施
策
を
独
自
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

景
観
計
画
と
は

　

景
観
行
政
団
体
が
、
景
観
法
の
手
続
き

に
従
っ
て
定
め
る
「
良
好
な
景
観
の
形
成

に
関
す
る
計
画
」
の
こ
と
で
す
。

　

景
観
計
画
で
は
、
お
も
に
次
の
よ
う
な

項
目
を
定
め
ま
す
。

▼
景
観
計
画
の
区
域

▼
景
観
計
画
区
域
内
の
良
好
な
景
観
の
形

成
に
関
す
る
方
針

▼
良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
の
行
為
の
制

限▼
景
観
重
要
建
造
物
ま
た
は
景
観
重
要
樹

木
の
指
定
に
関
す
る
方
針

▼
屋
外
広
告
物
な
ど
に
関
す
る
制
限

　

福
知
山
市
景
観
計
画
は
、
市
民
や
事
業

者
、
行
政
が
目
指
す
景
観
づ
く
り
に
関
す

る
共
通
の
目
標
や
方
針
を
定
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
景
観
の
誘

導
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
ま
す
。

　

福
知
山
市
景
観
計
画（
案
）

　みなさんは、福知山市の景観として何を思い浮かべますか。福知山市の景観で好き
なところはありますか。
　良好な景観づくりを進めるためには、皆さんと共に取り組んでいくことが大切です。
　市では、個性ある“ふるさと”の景観を守り、育て、次の世代に継承していくため
に、「福知山市景観計画」の策定を進めています。
　このたび、福知山市景観計画（案）を作成しました。福知山市の景観づくりに必要な
ことやアイデア、市民としてできること、行政としてしなければならないことなど、
皆さんのご意見をお寄せください。　　　　　　　　　　■都市計画課 (℡２４ - ７０５１)

雄大な山々と水清い由良の流れに抱かれた、
歴史と創造が融和するまち　福知山
いつまでも住み続けたい景観を目指して

パブリック・コメント　みなさんからの意見を募集します

（毛原の棚田） （福知山駅前ききょう通り）

（福知山市街地） （菱屋町、下柳町のまちなみ）
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特集　パブリック・コメント募集　福知山市景観計画（案）

景
観
づ
く
り
の
基
本
理
念　
　
　
　
　
　

福
知
山
な
ら
で
は
の
景
観
づ
く
り

▼
福
知
山
固
有
の
歴
史
景
観
の
継
承

▼
美
し
い
自
然
景
観
の
保
全

▼
現
代
的
な
魅
力
あ
る
市
街
地
景
観
の
形

成
▼
棚
田
や
田
園
と
集
落
が
織
り
な
す
農
村

景
観
の
継
承

市
民
に
と
っ
て
居
心
地
の
よ
い
、 
潤 
い
あ

う
る
お

る
豊
か
な
景
観
づ
く
り

▼
市
民
が
誇
り
を
も
て
る
景
観
づ
く
り

▼
市
民
に
愛
さ
れ
る
景
観

づ
く
り

▼
市
民
が 
癒 
さ
れ
る
景
観

い
や

づ
く
り

▼
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
い
景
観
づ
く
り

市
民
、
事
業
者
、
行
政
の

協
働
に
よ
る
景
観
づ
く
り

▼
景
観
づ
く
り
を
通
じ
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
地
域
力
の
向
上

▼
観
光
な
ど
の
地
域
経
済

の
活
性
化

▼
み
ん
な
で
取
り
組
む
、

個
性
的
で
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
実
現

計画の区域は福知山市全域
　福知山市は、豊かな自然景観と歴史的・文化的景観が市内随所に点在しています。そして、福知
山に暮らす皆さんによる営みの中で、それぞれが風情ある景観を形成しています。
　個性ある景観を守り、育て、次の世代に引き継ぎながら、目指す景観づくりの基本理念や目標を
実現するため、福知山市全域を景観計画区域としています。

さらにゾーン・地区に区分
　景観計画区域の中には、美しい自然景観や伝統的な歴史景観、現代的な都市景観など多様性のあ
る景観を形成していることから、一定の特性を持っているゾーン・地区に区分し、それぞれの特性
に応じた景観の形成を図ります。

　景観計画区域とゾーニング

ゾーニングのイメージ  

　農山村・山なみ景観保全地区 
　集落景観保全地区 
　河川景観保全地区 
　国定公園地区 

自然景観保全ゾーン 
ふくちやま景観重点ゾーン 

市街地ゾーン 

　城下町まちなみ景観重点地区 
　けやき通りまちなみ景観重点地区 
　福知山城眺望景観重点地区 

　農山村・山なみ景観保全地区 
　集落景観保全地区 
　河川景観保全地区 
　国定公園地区 

福知山駅周辺北・南地区 
　かしの木台周辺地区 
　市街地幹線道路沿道地区 
　市街地景観保全地区 

けやき通り 畑地域内 

長田野 
工業団地内 菟原地内 
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▼
農
山
村
・
山
な
み
景
観
保
全
地
区

　

山
林
や
里
山
、
農
地
、
農
山
村
な
ど
の

景
観
を
保
全
し
、
資
産
の
積
極
的
な
活
用

に
努
め
ま
す
。

　

建
築
物
や
屋
外
広
告
物
な
ど
は
、
自
然

景
観
と
の
調
和
を
図
り
、
道
路
や
河
川
な

ど
で
も
地
区
の
景
観
特
性
に
配
慮
し
た
整

備
に
努
め
ま
す
。

▼
集
落
景
観
保
全
地
区

　

周
辺
の
田
園
風
景
と
調
和
の
と
れ
た
ゆ

と
り
と 
潤 
い
の
あ
る
低
層
住
宅
地
と
し
て
、

う
る
お

良
好
な
景
観
を
形
成
し
ま
す
。

▼
河
川
景
観
保
全
地
区

　

水
辺
環
境
の
保
全
を
図
り
、
多
自
然
型

の
護
岸
整
備
や
自
然
景
観
と
の
調
和
に
配

慮
し
た
河
川
施
設
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

▼
国
定
公
園
地
区

　

自
然
景
観
を
保
全
し
、
建
築
物
な
ど
の

建
築
や
屋

外
広
告
物

の
表
示
、土

石
の
採
取

な
ど
の
行

為
を
適
正

に
誘
導
し

ま
す
。 

▼
福
知
山
駅
周
辺
北
・
南
地
区
、
か
し
の

木
台
周
辺
地
区

　

建
築
物
や
屋
外
広
告
物
、
公
共
空
間
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
都
市
拠
点
や
新
市

街
地
に
ふ
さ
わ
し
い
、
良
好
な
都
市
景
観

の
形
成
を
図
り
ま
す
。

▼
市
街
地
幹
線
道
路
沿
道
地
区

　

幹
線
道
路
の
持
つ
利
便
性
を
生
か
し
つ

つ
、
沿
道
の
建
築
物
や
屋
外
広
告
物
だ
け

で
な
く
、
街
路
灯
や
案
内
サ
イ
ン
な
ど
も

適
正
に
誘
導
し
ま
す
。
ま
た
、
街
路
樹
や

花
に
よ
る 
潤 
い
の
あ
る
景
観
の
演
出
と
適

う
る
お

切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
連
続
性
の
あ
る

沿
道
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

▼
市
街
地
景
観
保
全
地
区

　

市
街
地
に
残
る
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、

建
築
物
や
屋
外
広
告
物
の
適
正
な
誘
導
を

行
い
、
地
域
性
豊
か
で
魅
力
的
な
市
街
地

景
観
の
形
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
福
知
山
城
や
三
段
池
公

園
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
緑
を
生
か
し

た
居
心
地
の
よ
い
景
観
の
形
成
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
夜
間
も
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
景
観

の
形
成
を
図
る
た
め
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
魅
力
あ

る
夜
間
景
観
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

▼
城
下
町
ま
ち
な
み
景
観
重
点
地
区

　

歴
史
的
な
町
家
の
保
全
に
努
め
、
地
区

の
特
性
に
適
し
た
建
築
物
や
屋
外
広
告
物

の
誘
導
、
屋
並
み
の
統
一
を
図
り
、
城
下

町
の
雰
囲
気
が
漂
う
ま
ち
な
み
の
形
成
を

目
指
し
ま
す
。

　

商
店
街
な
ど
で
は
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
進
め
な
が
ら
、
統
一
感
の
あ
る
ま
ち
な

み
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

▼
け
や
き
通
り
ま
ち
な
み
景
観
重
点
地
区

　

建
築
物
の
高
さ
や
色
彩
、
正
面
な
ど
に

配
慮
し
、
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
、

ケ
ヤ
キ
並
木
と
調
和
す
る
洗
練
さ
れ
た
都

市
空
間
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

　

店
舗
や
事
業
所
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

駅
前
と
一
体
と
な
っ
て
魅
力
あ
る
夜
間
景

観
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

▼
福
知
山
城
眺
望
景
観
重
点
地
区

　

福
知
山
城
の
眺
望
を
保
全
す
る
た
め
、

特
に
建
築
物
や
屋
外
広
告
物
な
ど
の
高
さ

に
つ
い
て
、
適
正
な
誘
導
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
知
山
城
に
つ
い
て
は
環
境
に

も
配
慮
し
つ
つ
、
適
切
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

な
ど
で
夜
間
も
シ
ン
ボ
ル
性
を
高
め
ま
す
。

 

募
集
期
間
／
２
月　

日（
月
）〜
３
月　

日

１５

１５

（
月
）必
着

資
料
の
閲
覧

　

計
画（
案
）は
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
都
市
計
画
課
、
各
支
所
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法　

　

計
画（
案
）に
つ
い
て
の
意
見
と
、
住
所
、

氏
名
、連
絡
先
を
記
入
し
て
、電
子
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
、
も
し
く
は
持
参
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
記
載
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
関
す
る
事
務
処
理

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
書
式
は
自
由
で
す
。

※
必
要
事
項
を
明
記
さ
れ
て
い
な
い
意
見

は
、
正
式
に
受
理
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
書
面
な
ど
は
、
返
却

し
ま
せ
ん
。

提
出
先
／
都
市
計
画
課
（
℡　

‐
７
０
５

２４

１　
　
　

‐
６
５
３
７　

メ
ー
ル　

toshi

２３

kei＠
city.fukuchiyam

a.kyoto.jp

）

　

い
た
だ
い
た
意
見
と
、
そ
れ
に
対
す
る

市
の
考
え
方
な
ど
を
ま
と
め
、
後
日
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。（
氏
名

な
ど
個
人
を
特
定
す
る
も
の
は
公
表
し
ま

せ
ん
）

　

市
街
地
ゾ
ー
ン

ふ
く
ち
や
ま
景
観
重
点
ゾ
ー
ン

　

自
然
景
観
保
全
ゾ
ー
ン

由良川
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市
長
、
議
長
、
教
育
長
、
消
防
長
、
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者
の
交

際
費
を
公
開
し
ま
す
。

　

交
際
費
と
は
、
市
を
代
表
し
て
の
外
部
交
渉
や
行
政
の
執
行
を
よ
り
円
滑
に
す
す
め
る

た
め
の
経
費
で
す
。

　

詳
細
は
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市
政
情
報
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
秘
書
広
報
課（
℡　

‐
７
０
３
２
）　　
　

■
議
会
事
務
局（
℡　

‐
７
０
３
１
）

２４

２４

■
教
育
総
務
課（
℡　

‐
７
０
６
１
）　　
　

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

２４

■
ガ
ス
水
道
部
総
務
課（
℡　

‐
６
５
０
３
）■
市
民
病
院
総
務
課（
℡　

‐
２
１
０
１
）

２２

２２

交
際
費
を
公
開
し
ま
す

計12月11月10月
金額（円）件金額（円）件金額（円）件金額（円）件
251,75024185,250170066,5007弔慰金など

市 長
67,6001015,000240,400512,2003祝金など
20,00020010,000110,0001会費 
16,5003006,300110,2002その他
355,85039200,2501956,700798,90013計
5,000100005,0001弔慰金など

議 長
65,000715,00020050,0005祝金など
17,0003007,000210,0001会費 

00000000その他
87,0001115,00027,000265,0007計
5,000100005,0001弔慰金など

教 育 長
20,000210,000110,000100祝金など

00000000会費 
00000000その他

25,000310,000110,00015,0001計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金など

消 防 長
祝金など
会費 
その他

00000000計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金など
ガス水道
事   業
管理者

祝金など
会費 
その他

00000000計
5,0001

‐‐

5,0001

‐‐

弔慰金など
病  院
事   業
管 理 者

5,00015,0001祝金など
0000会費 
0000その他

10,00020010,000200計

平和市長会議とは　　　　　　　　　　　 
　平和市長会議は、原爆による悲劇が二度
と繰り返されてはならないとの信念のもと、
都市と都市との緊密な連帯を通じて、核兵
器廃絶に向けた市民意識を国際的な規模で
喚起し、核兵器
のない平和な世
界を実現するこ
とを目的に、広
島市、長崎市が
中心となって設
立されました。
　平成２２年１月
１日 現 在、１３４
カ国・地域３４８８
都市が加盟して
います。

平和市長会議の活動内容　　　　　　　　 
　世界の都市への連帯の呼びかけや、各国
政府に対して核兵器廃絶の要請活動などを
行っています。
市の取り組み　　　　　　　　　　　　　 
　本市では、昭和６０年１２月に核兵器の全面
禁止に関する決議、昭和６２年９月に恒久平
和都市宣言に関する決議、平成１０年６月に
すべての核実験禁止と核廃絶を求める決議
を採択しています。また、小・中・高校生
の平和学習の取り組みや、核関連兵器の実
験に対する抗議文の送付なども行っていま
す。
　今後も、恒久平和の実現に向けた取り組
みを進めていきます。
■人権推進室（℡　２４‐７０２２）

恒久平和の実現のために

１月１日付けで平和市長会議へ加盟
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　１月２３日に厚生会館で、「第９回　福知山市
佐藤太清賞公募美術展」の表彰式を行いまし
た。式では、東京都や岐阜県などから来福さ
れた２３人を表彰しました。
　会場には、６９点の入選作品を一堂に展示し、
一般公開しました。１０代、２０代の若い皆さん
の力作により、今年も素晴らしい展覧会とな
りました。今後は、佐藤太清記念美術館や横
浜市、東京都、京都市、名古屋市をまわります。

若い力を　未来につなげて

５
日（
火
）公
設
地
方
卸

売
市
場

　

初
せ
り
を
激
励
し
た
。

生
鮮
食
料
品
は
市
民
の

食
と
健
康
に
欠
か
せ
な

い
。中
で
も
、安
心
・
安

全
な
野
菜
を
学
校
給
食

へ
一
層
増
量
し
、地
産

地
消
を
進
め
る
こ
と
も

大
切
だ
。

　

関
係
者
の
皆

さ
ん
は
、新
鮮
な

食
料
を
安
定
し

て
提
供
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。

８
日（
金
）陸
上
自
衛
隊
福
知
山
駐

屯
地

　
「
福
知
山
駐
屯
地
成
人
式
」に
出

席
。隊
員
の
皆
さ
ん
に
は
、地
域
防

災
訓
練
や
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

の
行
事
に
協
力
･
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
。国
の
平

和
と
安
全
、国
際
平
和
へ
の
貢
献
と

い
う
崇
高
な
任
務
の
た
め
、こ
の
成

人
式
を
契
機
に
一
層
飛
躍
さ
れ
優

秀
な
自
衛
官
と
な
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

※市のホームページ（市長の部屋）で閲覧できます。

まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　１月１０日、厚生会館などで消防出初式を行
い、消防団員など約２１００人が参加しました。
式典で、 松  山  正  治 市長は「時代や環境の変化

まつ やま まさ じ

に対応した新たな消防体制の構築と、防災体
制のさらなる充実を図りたい」と述べました。
　消防団の分列行進では、地域住民の生命、
身体、財産を守るために活躍している消防団
員に沿道から温かな拍手が送られました。

　菟原小学校では、
児童と保護者はもと
より地元の皆さんと
も交流を図ろうと、
公民館と合同で「お
正月大会」を行いま
した。全校児童３９人
のほかＰＴＡや地域の人など約１１０人が参加。
　児童らは学年ごとにわかれ、、約１００×８０㌢
の 凧 に、ひまわり･鳥 ･だるまの絵をかいたり、

たこ

文字も書き入れたりして仕上げました。また、
 凧 作りの間に準備された豚汁で温まり、おもち
たこ

をほおばって地域の人たちとの交流を楽しみ
ました。

火災ゼロをめざして

地域みんなで　楽しみました

菟原小学校菟原小学校
「お正月大会」　 「お正月大会」

消防出初式消防出初式

1
17

1
10

「佐藤太清賞公募美術展」「佐藤太清賞公募美術展」
巡回展・表彰式　　　　　　巡回展・表彰式

1
23
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火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
消
防
出
初
式
や
火
災

予
防
運
動
な
ど
で
消
防
広
報
活
動

を
行
う
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
を
募
集

し
ま
す
。

活
動
内
容
／
フ
ラ
ッ
グ（
旗
）を
使

用
し
た
広
報
演
技
で
、
消
防
を
広

く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
市
内
に
居
住
・
在
学

ま
た
は
勤
務
す
る　

歳
以
上
の
人

１８

（
高
校
生
を
除
く
）

処
遇
／
市
消
防
団
員
と
し
て
、
条

例
に
基
づ
く
手
当
の
支
給
や
補
償

制
度
が
あ
り
ま
す
。

公
開
練
習
日

　

応
募
を
迷
っ
て
お
ら
れ
る
あ
な

た
、
ぜ
ひ
練
習
を
見
に
き
て
く
だ

さ
い
。

と
き
／
２
月　

日（
月
）、３
月
１

１５

日（
月
）の
午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

と
こ
ろ
／
福
知
山
女
子
高
等
学
校

体
育
館（
西
小
谷
ヶ
丘
）

■
消
防
署
警
防
課
庶
務
係

（
℡　

‐
４
１
１
９
）
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配
布
樹
種
と
本
数

▼
桜（ 
普  
賢  
象 
）／
１
２
５
本（
高

ふ 

げ
ん 

ぞ
う

さ
１
・
５
㍍
）

▼
桜（ 
閑  
山 
）／
１
２
５
本（
高
さ

か
ん 

ざ
ん

１
・
５
㍍
）

▼
桜（ 
松  
月 
）／
１
２
５
本（
高
さ

し
ょ
う 
げ
つ

１
・
５
㍍
）

▼
シ
ダ
レ
梅
／
１
２
５
本（
高
さ

１
㍍
）

▼
ラ
イ
ラ
ッ
ク
／
１
２
０
本（
高

さ
１
㍍
）

申
込
条
件
／
市
内
在
住
の
個
人
・

自
治
会
・
企
業

※
植
栽
後
の
写
真
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
１
人
２
本
以
内

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
の
樹
種

を
第
２
希
望
ま
で
書
い
て（
財
）福

知
山
市
都
市
緑
化
協
会
（
〒
６
２

０
‐
０
０
１
７　

字
猪
崎
３
７
７

の
１　

℡　

‐
６
３
２
４
）
へ
２

２３

月　

日（
木
）ま
で
に
郵
送
。

２５

　

市
で
は
、
平
成　

年　

月　

日

２１

１２

２５

に
都
市
計
画
用
途
地
域
、
準
防
火

地
域
お
よ
び
都
市
計
画
市
場
区
域

を
変
更
決
定
し
ま
し
た
。

変
更
内
容

▼
石
原
土
地
区
画
整
理
事
業
実
施

に
伴
う
区
域
の
変
更
並
び
に
、
府

道
福
知
山
綾
部
線
が
南
側
に
付
け

替
え
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
用
途
地

域
の
変
更

▼
右
記
用
途
変
更
に
伴
い
、
近
隣

商
業
地
域
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
準
防
火
地
域
の
変
更

▼
福
知
山
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

の
区
域
縮
小
に
伴
う
市
場
区
域
の

変
更

　

変
更
図
書
の
縦
覧
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
都
市
計
画
課
窓
口
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
都
市
計
画
課
計
画
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
５
１
）

24

　

福
知
山
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、

公
共
性
の
高
い
里
山
や
公
的
施
設

な
ど
で
、
広
葉
樹
の
植
栽
や
森
林

整
備
活
動
な
ど
を
行
う
自
治
会
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
児
童

会
な
ど
に
交
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

応
募
要
件
／
次
の
す
べ
て
を
満
た

し
、
自
主
的
・
組
織
的
に
事
業
を

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
団
体

▼
市
内
に
住
所
が
あ
る

▼
営
利
を
目
的
と
し
な
い

▼
事
業
実
施
箇
所
の
土
地
所
有

者
・
管
理
者
の
承
諾
を
得
て
い
る

対
象
経
費
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
傷
害

保
険
、
森
林
整
備
や
緑
化
事
業
に

必
要
な
道
具
の
購
入
費
や
借
り
上

げ
料
、
植
栽
に
必
要
な
苗
木
・
添

え
木
・
肥
料
な
ど
の
購
入
費
な
ど

交
付
限
度
額
／　

万
円

１０

申
請
方
法
／
２
月　

日（
木
）ま
で

１８

に
、
所
定
の
申
請
書
を
福
知
山
緑

化
推
進
委
員
会
事
務
局
（
林
業
振

興
課
内　

℡　

‐
７
０
４
７
）
ま

２４

た
は
各
支
所
窓
口
相
談
係
ま
で
。

※
申
請
書
は
林
業
振
興
課
・
各
支

所
に
あ
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

１
月
か
ら
市
税
・
国
保
料（
税
）

の
納
付
・
徴
収
に
関
す
る
業
務
は
、

大
江
支
所
内
の
京
都
地
方
税
機
構

中
丹
地
方
事
務
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

納
付
に
関
す
る
ご
相
談
は
京
都

地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事
務
所

（
℡　

‐
０
３
４
０
）
ま
で
。

５６

「
心
に
緑
を
」事
業

ふ
く
ち
や
ま
フ
ァ
イ
ヤ
ー

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

花
木
を
無
料
で
配
布

福
知
山
都
市
計
画
の
変
更

京
都
地
方
税
機
構
中
丹

地
方
事
務
所
が
開
設
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ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
　

収
入
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
免
除

申
請
を
し
、
次
の
各
制
度
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
保
険
料
納
付
が
免

除
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
。

免
除
制
度
（
全
額
免
除
・
一
部
納

付
（
一
部
免
除
））

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

申
請
期
間
／
６
月　

日（
水
）ま
で

３０

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
を
除
く　

歳
未
満
の
人
で
、

３０

本
人
、
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合

申
請
期
間
／
６
月　

日（
水
）ま
で

３０

学
生
納
付
特
例
制
度

　

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合

申
請
期
間
／
３
月　

日（
水
）ま
で

３１

※
申
請
の
と
き
に
学
生
証
（
コ

ピ
ー
可
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
先
／
住
民
登
録
地
の
市
町
村

の
国
民
年
金
窓
口

■
市
民
課
国
民
年
金
係

（
℡　

‐
７
０
５
７
）

24

年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

人権シリーズ

　ジー　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

「多文化共生」社会を築くために
　皆さんは｢多文化共生｣という言葉をご存じ
でしょうか。近年、市内でも外国籍の人と接する
機会が増えていると感じておられる人も多いと
思います。
　市内には１０００人を超える外国籍の人が住ん
でおられます。国籍はアジア･北米･中南米･
ヨーロッパなど２０カ国以上に及びます。これら
の国には、さまざまな｢文化｣が存在しています。
　それぞれに異なる文化をもつ外国籍の人と同
じ地域の住民としてお互いを認め合い、地域社
会の構成員として協力して、まちづくりを進め
ていく取り組みが｢多文化共生｣です。この｢多
文化共生｣社会を実現していくためには、外国
籍の人が地域と融合する努力とともに、市民の
皆さんが外国籍の人を地域の構成員として受け

入れ、共に生きていくことが重要です。
　｢多文化共生｣が進むと、市民と外国籍の人の
双方が理解しあえ、日常のトラブル防止や恒常
的に異文化コミュニケーションが図れること、
外国籍の人にとっての住みやすいまちとして市
のイメージアップにつながるなど、さまざまな
メリットが生まれます。
　｢世界の誰もが輝けるまち福知山｣の実現を
めざして、行政だけでなく、ＮＰＯ･ボランティ
アの皆さんと協力しあって進めていくことが必
要ですが、何よりも市民の皆さんと外国籍の人
それぞれお互いが、さまざまな生活習慣を知り、
共に理解しあうことが大切です。
■まちづくり推進課文化振興係

（℡　２４‐７０３３）

　（仮称）大江統合保育園の園名が決定しました。
園名／げん 鬼 保育園（ 藤  澤  貴  子 さん（南有路）応募）

き ふじ さわ たか こ

決定の経過　
公募　平成２１年９月１日～３０日まで募集し、２９件の応募がありまし

た。
選考　大江町内の自治会長代表・公民館長代表・保育園保護者会会長

代表・保育園園長代表、市福祉保健部長の５人で選考委員会を
開き３作品を園名候補として選考。その中から、市が「「げん 鬼 

き

保育園」を採用。
　　　※選考作品：「げん 鬼 

き

保育園」「大江 四 つ 葉 保育園」
よ ば

　　　　　　　　　「大江おにっこ保育園」
決定理由　 ▼「げん 鬼 」はほかにない名称であること

き

　　　　　 ▼鬼が入っており、それだけで大江の保育園とわかること
　　　　　 ▼「元気」と聞こえ響きもよいこと　など
※げん 鬼 保育園の開園は４月１日予定

き

■子育て支援課子育て推進係（℡２４-７０６６）　

　長田野体育館（長田野
町二丁目）は、引き込み
電気工事を実施するため、
下記の期間使用できませ
ん。
　ご迷惑をおかけします
がよろしくお願いします。

使用できない期間
　３月１日（月）
　　　　　～５日（金）
※工事の進ちょくにより、
使用できない期間を変
更することがあります。

■都市計画課公園整備係
（℡２４-７０５２）

長田野体育館からの長田野体育館からの
お知らせお知らせ
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住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
、
消
防
署
に
加
え
３

支
所
で
開
設
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

▼
２
月　

日（
金
）

１９

　

三
和
支
所（
千
束
）

▼
２
月　

日（
月
）

２２

　

大
江
町
総
合
会
館（
中
央
）

▼
２
月　

日（
木
）

２５

　

夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
夜
久
野
町
下
町
）

　

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

　

分
〜
４
時　

分

30

30

※
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
な
ど
で
、

取
り
付
け
に
お
困
り
の
時
は
、

「
取
り
付
け
お
助
け
隊
」
が
伺

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成

　

年
５
月
末
日
ま
で
に
設
置
し

23な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
家
族
を

守
る
た
め
、

早
期
の
設
置

を
お
願
い
し

ま
す
。

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
）

23

　

近
年
、
異
常
気
象
な
ど
に
よ
る

集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
市
内
で
も

浸
水
の
被
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
関
係
部
署
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
浸
水
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
、

１３

２１

西
本
町
・
駅
前
町
・
内
記
に
雨
水

貯
留
施
設
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
厚
中
問
屋
町
の
浸
水

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
仲
ノ

坪
公
園
に
雨
水
貯
留
施
設
の
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

浸
水
は
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
か
ら
の
情

報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
下
水
道
維
持
課
土
木
係

（
℡　

‐
２
０
８
５
）

２3

　

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
昨
年

　

月
か
ら
国
が
定

１１め
る
優
先
順
位
の

人
を
対
象
に
始
ま

り
ま
し
た
が
、
１
月　

日（
月
）か

１８

ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す

る
す
べ
て
の
人
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
予
約
制
で
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
市
の
受
託
医

療
機
関
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
託
医
療
機
関
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
「
広
報
ふ
く
ち
や

ま
」　

月
１
日
号
に
掲
載
し
て
い

１１

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
ま

た
は
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
人

は
、
自
己
負
担
額
が
無
料
に
な
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
既
に
接
種
を

し
、
自
己
負
担
額
を
支
払
っ
て
い

る
場
合
も
、
こ
の
制
度
に
該
当
す

る
人
は
申
請
に
よ
り
返
金
し
ま
す
。

　

く
わ
し
い
こ
と
は
、
中
央
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
７
８

２３

８
）
ま
で
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

市
街
地
で
の
浸
水
対
策

新
成
人
の
み
な
さ
ん

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

　

し
ま
し
ょ
う

カンちゃん　見て見て、
新しい携帯電話を
買ったんや。

ビンちゃん　ほんまや、
最新機種やな。それで、
前の携帯電話はどう
したん。

カンちゃん　家に置いて
るで。買い替える時にお店の人にリサイク
ルの回収しますよって言われたけど、持っ
て帰って家に置いてる。

ビンちゃん　知ってるか？使用済み携帯電話
には、いわゆる「レアメタル」といわれる
貴重な金属が含まれてて、販売店で回収さ
れた後は再資源化されるんやで。今、経済
産業省では「たんすケータイ　あつめタ
イ」っていうキャンペーンをしてて、使用
済み携帯電話を回収実施店舗に提供した
人の中から、抽選で商品券がもらえるん
やって。

カンちゃん　それは、いつまでやっとん。
ビンちゃん　今年の２月末までやで。
カンちゃん　でも、携帯電話を渡したら、誰
かの電話番号とか、データが漏れてしまえ
へん？

ビンちゃん　回収してから、携帯電話に穴を
開けて、データを取り出せんようにしとっ
てやで大丈夫やで。

カンちゃん　ほんなら、安心やね。
ビンちゃん　携帯電話をリサイクルすること
は、①ごみではなく資源として有効に活用
できる②ごみの減量化につながる③天然
鉱石の採掘が抑制され環境保全に貢献で
きる、の３つのいいことがあるんやで。
カンちゃん　そうか。これも個人でできるエ
コやね。了解や。

■環境政策室（環境パーク内　℡　２２‐１８２７）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

希
望
者
は
接
種
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

▲昨年８月１日　厚中問屋町
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葬
祭
費
の
支
給　
　
　
　
　
　
　

　

被
保
険
者
が
亡
く
な
ら
れ
る
と
、

申
請
に
よ
り
葬
儀
を
行
っ
た
人

（
喪
主
）
に
葬
祭
費
を
支
給
し
ま

す
。

　

葬
儀
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
２

年
を
過
ぎ
る
と
支
給
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

支
給
額
／
５
万
円

申
請
に
必
要
な
も
の

▼
保
険
証

▼
預
金
通
帳
（
喪
主
名
義
）

▼
印
鑑

▼
葬
儀
を
行
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
書
類
（
葬
儀
の
領
収
書
や
会

葬
御
礼
の
は
が
き
な
ど
）

高
額
医
療
費
の
支
給　
　
　
　
　

　

同
じ
月
内
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
合
計
金
額
が
、
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
る
と
、
そ
の
超
え
た
分

を
支
給
し
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
人
に
は
申
請
書
を

送
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
窓
口
相
談
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▼
保
険
証

▼
預
金
通
帳
（
本
人
名
義
）

▼
印
鑑

▼
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書

▼
委
任
状
（
被
保
険
者
が
亡
く
な

ら
れ
て
い
る
場
合
）

コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
装
具
を
作
っ

た
と
き

　

コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
装
具
を
作
っ

た
と
き
は
、
い
っ
た
ん
、
医
療
費

を
全
額
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
申
請
に
よ
り
、
負
担
割
合
を

超
え
て
支
払
っ
た
医
療
費
を
支
給

し
ま
す
。 

　

装
具
を
作
っ
て
か
ら
２
年
を
過

ぎ
る
と
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▼
保
険
証

▼
預
金
通
帳
（
本
人
名
義
）

▼
印
鑑

▼
医
師
の
意
見
書
・
装
着
証
明
書

▼
領
収
書

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
） 

24

と
き
／
２
月　

日（
日
）

２８

　
　
　

午
後
０
時　

分
〜
４
時

４５

と
こ
ろ
／
市
民
会
館（

内
記
三
丁
目
）

テ
ー
マ

　
 
男  
女 
に
楽
し
く
生
き
る
た
め
に

と 

も

内　

容　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
講
演
会
（
４
階
ホ
ー
ル
・
午
後

１
時
〜
２
時　

分
）

３０

講
師
／ 
広  
岡  
守  
穂 
さ
ん
（
中
央
大

ひ
ろ 
お
か 
も
り 
ほ

学
法
学
部
教
授　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進

ネ
ッ
ト
顧
問
）

演
題
／
妻
が
僕
を
変
え
た
日
〜
共

に
つ
く
り
あ
げ
る
社
会
を
め
ざ
し

て
〜

※
要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
あ
り

※
保
育
ル
ー
ム
・
車
い
す
介
助
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
２
月　

日
１９

（
金
）ま
で
に
電
話
で
、
人
権
推

進
室
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
４
階
ホ
ー
ル
・
午
後
２
時　

分
４０

〜
４
時
）

参
加
団
体
活
動
紹
介
、
手
作
り
作

品
な
ど
展
示

　
　

日（
土
）午
前　

時
〜

２７

１０

　
　
　

日（
日
）午
後
４
時

２８

■
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推

進
係
（
℡　

‐
７
０
２
２
）

２４

と
き
／
２
月　

日（
土
）・　

日

２７

２８

（
日
）午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館（

内
記
三
丁
目
）

内　

容　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
映
画
上
映
（
２
回
上
映
）

　
　

日（
土
）・
４
階
ホ
ー
ル

２７

　

上
映
映
画
／
ブ
タ
が
い
た
教
室

　

上
映
時
間
／
午
前　

時
〜

１０

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

②
人
権
相
談

　
　

日（
土
）　　

号
室

２７

２４

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

③
人
権
パ
ネ
ル
展
・
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

　
　

日（
土
）・　

日（
日
）

２７

２８

　
　

号
室　

午
前　

時
〜

３１

１０

■
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推

進
係
（
℡　

‐
７
０
２
２
）

２４

長
寿
医
療
制
度
の

給
付
申
請
の
手
続
き

　納期限日です。■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■高齢者福祉課高齢者医療係（℡２４‐７０１８）

～国保ひと口メモ～
確定申告と国民健康保険料
　確定申告で社会保険料控除として申告
される国民健康保険料は、領収書、通帳
や公的年金などの源泉徴収票で確認で
きます。これらの方法で金額がわからな
い時は、「納付額のお知らせ ｣を発行しま
す。運転免許証や保険証など本人確認が
できるものを持って、保険課窓口または
各支所窓口相談係までお越しください。
電話でご連絡いただければ住所地へ郵
送します。
医療機関などの領収書は大切に
　高額療養費や療養費の申請、医療費控
除の確定申告などに必要です。医療機関
や薬局などの領収書は大切に保管してく
ださい。
■保険課国保給付係（℡２４ - ７０１５）・国
保料係（℡２４ -７０１９）

は
ば
た
き

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

無料

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ

　

イ
ン　

ふ
く
ち
や
ま

無料

日
に
ち
・
会
場　

①　

日（
火
）・
市
交
流
プ
ラ
ザ
、②　

日（
土
）・
プ
ラ
ン
ト
‐
３
、③　

日（
日
）・
ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店
、④　

日（
水
）・
三
和

１６

２０

２１

２４

町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、⑤　

日（
金
）・
市
民
病
院　
　

※
時
間
な
ど
は
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー（
℡　

‐
６
６
３
０
）ま
で
。

２６

２７

２
月
の
献
血
・
骨
髄
バ
ン
ク

ド
ナ
ー
登
録
会
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早
春
の
木
漏
れ
日
の
中
で
、
愛

ら
し
く
咲
い
て
い
る
多
彩
な
雪
割

草
の
数
々
を
展
示
し
ま
す
。

と
き
／
２
月　

日（
土
）〜
３
月
７

２０

日（
日
）

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

入
園
料
金
／
大
人　

３
１
０
円

　

４
歳
〜
中
学
生　

１
５
０
円

■
都
市
緑
化
植
物
園

（
℡　

‐
６
６
１
７
）

２２

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
多
種
多
様
な
冬

咲
き
の
洋
ラ
ン
を
展
示
し
、
育
て

方
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
福

知
山
洋
ラ
ン
愛
好
会
と
共
催
で
す
。

と
き
／
２
月　

日（
金
）〜　

日

２６

２８

（
日
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
場
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

※　

日（
日
）は
午
後
３
時
ま
で

２８
と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

■
都
市
緑
化
植
物
園

（
℡　

‐
６
６
１
７
）

２２

と
き
／
３
月
７
日（
日
）

　
　

ス
タ
ー
ト　

午
前　

時　

分

１０

３０

と
こ
ろ
／
三
段
池
公
園
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
す
る
コ
ー
ス
（
三
段
池
公
園
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
お
お
は
ら
っ

ぱ
広
場
周
辺
周
回
コ
ー
ス
）

参
加
し
ま
せ
ん
か　
　
　
　
　
　

競
技
方
法　

▼
男
子
の
部
（
混
成
含
む
）

▼
女
子
の
部

　

い
ず
れ
も
、
４
人
１
チ
ー
ム
と

す
る
リ
レ
ー
方
式（
第
１
走
２
･
８

㌔
㍍
、第
２
〜
４
走
２
･
４
㌔
㍍
）

参
加
料
／
２
５
０
０
円

参
加
資
格

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人

申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
参
加
料

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
／
２
月　

日（
月
）

２２

申
込
先

■（
財
）福
知
山
市
体
育
協
会（
市

民
体
育
館
内　

℡　

‐
３
５
５
７
）

２２

■
生
涯
学
習
課
（
公
設
地
方
卸
売

市
場
内　

℡　

‐
７
０
６
９
）

２４

春
の
洋
ラ
ン
展

無料

　冬は、石油ファンヒーターなど石油暖房器具の廃棄についての問い合わせが多くあります。石
油暖房器具は、必ず灯油を抜いてから捨ててください。 ■環境政策室循環推進係（℡２２-１８２７） 
 
石油ファンヒーターを例に説明すると… 
　石油ファンヒーターの灯油は、「給油タンク」と「内蔵のタンク」に入っています。廃棄す
るときは、今一度、どちらにも灯油が残っていないか確認してください。 
　「内蔵タンク」は、多くの場合「給油タンク」の下部にあり、見かけは空でも、フィルター
をはずした下に灯油が残っている場合が多くあります。 
　①十分に空だきをする。 
　②スポイトなどで内蔵タンクの灯油を抜く。 
これら①②のいずれかを行ってください。 

灯油を抜くことができたら 
　指定ごみ袋に入って、袋の口を結ぶことができれば 
　　月１回の燃やさないごみの収集日にステーションに出すこ
　　とができます。 
　指定ごみ袋に入らない大きさであれば 
　　粗大ごみとして、環境パークに直接持ち込んでください。 

給油タンクを外して○の部分を上から 
のぞくと、内蔵タンクのフィルターが見えます。 

これが、のぞいて見える内臓タンクの 
フィルター部分です。 
（フィルターを外して撮影しています） 

※石油ファンヒーターの種類によっ
て差はありますが、写真の石油
ファンヒーターの内蔵タンクに
残っていた灯油を抜くと、500
～ 600ccありました。 

石油暖房器具に乾電池が
ある場合は、必ず取り除い
てください。 

給油タンク 

内蔵タンク 

上から見ると 

雪
割
草
展

第　

回
市
民
駅
伝
大
会

１７
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回
２
月　

日
号
は
、
２
月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１５

１８

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
秘
書
広
報
課
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　こんにちは。おひさまと風の子サロンです。
　立ち上げから半年後の、平成２０年４月、アオイ通りの空
き店舗を利用させていただき、サロンを開設しました。
　１２人のスタッフは、２０代から６０代と幅広く、子育ての真っ
最中のスタッフを中心に、楽しく活動を続けています。
　子育て中の人はもちろん、子育てに関心のある人も含
めて参加し、楽しんでいただいています。活動の内容は、
①情報誌の発行 ･･･ 年間４回の情報誌には、活動情報や子
育てのヒントなどが満載。
②風の子ひろば ･･･ 親子参加のお楽しみと座談会！！１２
月には、ミニクリスマス会を開催しました。
③おたのしみひろば ･･･ 親子で参加できる楽しい体験！
３月は、楽しいホットケーキつくり
④マタニティーヨガ ･･･ 専門の助産師さんの指導のもと
に、ゆったりと進めています。
⑤お ･た ･た ･の会 ･･･ 親の子育て自分育ての場として
活動しています。（おたたの会とは…おもしろい・たのし
い・ためになる座談会のことです。）
　サロンは、月 ･火 ･水 ･金の午前１０時から午後３時までプレイルームを無料開放しており、ひと月に
親子で延べ２００人の人に利用して頂いています。情報交換の場として、また、交流の場としてサロンを
利用していただければうれしく思います。
（℡２３ - ５７２２　　FAX４５ - ６０６６　ホームページ http：//www１４.ocn.ne.jp/ ～ ohisama/）

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

NPO法人 おひさまと風の子サロン 
やす ぎ 

スタンプと設置場所 

特　典 

期　間 ３月２５日（木）まで 
その1　応募者の中から抽選で、福知山の特産品を２４人にプレゼント 
　　　A賞…３０００円相当（１人）、B賞…２０００円相当（３人）、 
　　　C賞…１０００円相当（２０人） 
その2　応募者全員に「日本画で見る福知山十景、 
　　　福知山花の十景」のオリジナル手帳を差し 
　　　上げます。（1人1冊） 
　　　　　　　　※施設により、休館日および夜間は 
　　　　　　　　　ご利用できない場合があります。 

■観光振興課（℡２４-７０７６） 

３ 
２５まで 

（福知山城入口） （三段池公園総合体育館入口） （元伊勢内宮皇大神社） （元伊勢外宮豊受大神社）

（大江山グリーンロッジ） （やくの玄武岩公園内東屋） （天寧寺） （治水記念館）

（鬼ケ茶屋） （長安寺） （大原神社）
▲

オ
リ
ジ
ナ
ル
手
帳


